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2024年３月14日

やっぱり保険証がいい！

保険証を残せ！を医療現場から発信しよう

会長 竹田智雄



不安は払拭されていない
「総点検」後も医療現場のトラブル多発！

河野太郎デジタル大臣「不安払拭の措置を取ったので健康保険証
を廃止する」（23年12月12日）

 しかし、医療現場では、「総点検後」もトラブルが続いている。

保団連「23年10月以降のマイナ保険証トラブル調査」では回答した
医療機関のうち、59.8％（5188医療機関）で10月１日以降もマイナ保
険証、オンライン資格確認に関するトラブルが「あった」と回答

 「いったん10割負担」も少なくとも753件
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1月利用率わずか4.6％ マイナ保険証利用率低迷続く
やっぱり保険証がいい！が現場の実感
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マイナ推進策を打ち出した2月利用率はどうなる？



薬剤情報閲覧の利用件数も減少
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政府はマイナ保険証の利用率を引き上げるため、
診療報酬の加算で医療機関をマイナ推進に動員
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患者さんも、医療機関も求めていない
マイナ保険証利用推進に、そもそも

不十分な改定財源を使うべきではない！



政府は10月までに利用率50％UP狙う!?
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10月～マイナ保険証の利用登録解除開始
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行動提起➀保険証を使い続けることが存続への道
待合室で「今の保険証で受診できますよ！」の声かけを
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引き続き保険証を残せ！の声をあげよう
行動提起② 新署名用紙・クイズチラシを待合室等でご活用ください！



クイズに寄せられた声

• 高齢者にもわかりやすい制度にしてほしい（66歳）

• 高齢者になり５年ごとの更新手続きに行けなくなった
り、認知症になったりした時にはどうすればよいので
しょうか。保険証とマイナ保険証を選択できるように
すればいいだけです。誰ひとり取り残さないでほしい。
（68歳）

• リスクは分散すべきなのに、一体化は逆行していま
す。 断固反対します。（73歳）

• お年寄りや施設からの患者さんが多いので、マイナ
カードの利用には不安があります。今まで通り、保
険証の方が助かります（54歳）
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行動提起③
集めた声を国会に届けて保険証存続の政治決断を迫ろう！
• 通常国会で「保険証存続」に向けた審議を求め、保険証
存続の政治決断を迫ろう！

• 3月13日には早稲田ゆき議員（立憲）、柚木道義議員（立
憲）、が委員会で質問

（参考）衆議院・地子デジ委員会（3/13）

早稲田議員の質問に対し、河野大臣は「今さら20世紀に戻るわけに
いかない」「今さら紙の保険証に戻るわけにはいかない」と答弁

→20世紀に戻れとは誰も言っていない。誰も取り残さず、すべての人
が安心して受診できるように、保険証を存続して、併用できるように
と求めています。

→健康保険証ではデジタル化の恩恵を受けられないということも決め
つけです。マイナ保険証利用率は5％以下ですが、残りの95％は健康
保険証でオンライン資格確認を利用しています。

→強引なマイナ推進の結果、「紙に戻る」どころか、何種類もの資格
確認のための紙やカードが混在する状況に。「保険証を残せばいいだ
け！」

• 地元議員を通じて、請願署名の提出を！紹介議員は現在
131人！
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行動提起④

引き続き、地域から発信を！
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トラブル調査の発表 自治体意見書採択

・現在121自治体で採択

・大阪社保協の取組みに学び、
自治体現場の状況もつかみ
ながら働きかけを！



行動提起⑤ さらに共同を広げよう！
弁護士会も保険証存続を求めています
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さらに共同を広げよう 介護現場とも共同を！
介護現場も保険証廃止反対7割超！賛成はわずか３％
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秋田県社保協調査より
調査期間 2023 年 12 月 19 日（火）～2024 年 1 月 19 日（金）
回答件数 111 件（回収率 53.1％）



国民皆保険を守るため保険証の存続を
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• このまま保険証が廃止になれば、窓口での資格確認の対応も複雑化し、混乱
は必至

• マイナトラブル等で患者さんが「無保険扱い」になってしまうことも懸念されます

• すべての人が安心して受診できる国民皆保険制度を守るためには、保険証の
存続が必要！

• やっぱり保険証がいい！保険証を残そう！の声を大きく広げよう！

• ご清聴ありがとうございました。


